
資料 3

「看護師等養成所の運営に関する指導要領について」の一部改正に係る新旧対照表 (案 )

新
1日

別添

看護師等養成所の運営に関する指導要領

第 1～ 4 (略 )

第 5 教育に関する事項

1  (略 )

2 1t修時|||1放等

(1)保″l師■成所

教育「‖l程の編成に当たっては、 28単位以上で、 890時刷j以上の11)や t、

実習等を行 うようにすること。

(2)助産師 I:成所

教育言‖t程の和li成 に当たっては、 28単位以上で、 930時間以上の言||_it、

実習等を行 うようにすること。

(3)。 (4)  (‖ 6)

3  ぐ‖各)

4 教育実施_Lの留′よ l「項

(1)臨 1也実習は、実践活 lll」 の場において行 う実習のみを指すものであること。た

だし、臨JL実習を充実させるためにll誰実l長のj2以外で行う学習の時||口 をmi地

実翌に含めて差し支えないこと。

(2)2年言‖1程 (通信制)にあっては、臨i地実習を紙上事例演習、病院見学実習及

び而Jな授,た をもつて替えることができるものであること。

二 紙上 '11例 ″|〔習とは、文11で示された架空の患者 (ペーパー・ペイシェント)

について、学生自身が看護の展開についてのレポー トを作成することにより

問題解決能力、応用力、判断力に関する内容を学習するものであること。

∠ 病院見学実習とは、学生自身が業務に従事していたことによる経験をふまえ

てri」院の行誰提供のあり方の実際を見学することにより、自らの看護実践に

殷1する考察を深めるものであること

立 面接授業とは、学生がit成所にうこ学し、ミヽ性教,tと 対
‐
而し直接指 .lを受けて、

印昂り教|オによる授業等で学んだ知|‖tと和t上可f夕1滞 (1冒、

"i院

兄学実習で学んだ

別添

看護師写it成所の)ili営 に関する指導要領

第 1～ 4 (‖各)

第5 教育に関する:'卜項

1  (‖各)

2  履修時IL15数年F

(1)保健白F養成所

教育li‖(程の編成に当たっては、 23111位以上で、 745時副1以上のfll義 、

実習等を行うようにすること。

(2)助産師i雌成llF

教育i果程の和11成 に当たっては、 23単位以上で、 765時 1飼以上の:‖_i走、

実習等を行うようにすること。

(3)。 (4)  ぐ‖各)

3  (‖各)

4 教育実施上の留意
II「

項

(1)|“ i地実習は、実践活 lltの場において行う実習のみを指すものであること。た

だし、2年1,t程 (i山 信制)にあっては、紙上 J「例が(習、711J院見学実習及び面接

授業をもつて替えることができるものであることの

紙上■例演習とは、文「
「

で示された架空の患者 (ペーパー・ペイシェント)

について、学生自身が看護の展|り‖についてのレポー トを作成することにより

問題解決能力、応用力、判断力に関する内容を学習するものであること。

″il完見学実習とは、学生自身が業務に従:ll「 していたことによる経験をふまえ

てり

',院

の看Ii健 1是供のあり方の実際を見学することにより、自らの看護実践に

関する考察を深めるものであること。

面接授業とは、学生がti無成所に通学し、専任教員と対面し直接指導を受けて、

印刷教材による授業等で学んだ力li歳 と利t上 J「伊1演習、り,il完兄学実習で学んだ

ア
一

イ
一

1



実践の能力の統合を図るものであること。

(3)臨地実習は、原貝Jと して昼間に行うこと。ただし、助産学実習及び看護の統

合と実践においては、この限りでないこと。

(4)同一科目の臨地実習が 2施設以上にわたる場合は、各学生の実習内容に差が

生じないよう、教育計画を配慮すること。

5 統合カリキュラム

(1)  (‖各)

(2)留意ッ像

ア  (‖各)

イ に来年限は、4年以上でなければならないこと。

ウ  (‖
Ki‐

)

(3)。 (4)  (略 )

第6 施設1皮備に関する '11項

1・ 2  01各 )

3 保健由ll i憮成所

(1)公衆律i生 石1性学の校内実習を行 うのに必要な設備を備えた専用の実習室を有する

こと。

(2)   (‖棒)

4  助ツr:白 11i共成′り「

(1) (略 )

(2)実習室は、分べん台及び診察台 1台当たり20ぽ以上有 し、かつ、新生児及

び妊産 じょく婦の訪問看護等の実習を行 うのに必要な広さを有すること。な

お、実習室には、沐浴111、 手術用手洗設 ll l、 給湯 。給水の設備等を設けるとと

もに、校内実習に要する機1戒器具、リネン類等を格納する場所を備えること。

(3)  (‖各)

5 看護師養成所

(1)  (1各 )

(2)実習室には、学生4人に 1ベッド以上確保し、 1ベ ッド当たり11ポ以上の

広さを有すること。なお、実習室には、沐浴柑、■ IJ円 手うし没備、給湯 。給水

実践の能力の統合を図るものであること。

(2)臨地実習は、原則として昼間に行うこと。ただし、助産学実習及び看護の統

合と実践においては、この限りでないこと。

(3)同一科目の臨地実習が2施設以上にわたる場合は、各学生の実習内容に差が

生じないよう、教育計画を配癒:すること。

5 統合カリキュラム

(1) (‖各)

(2)留意点

ア  御各)

イ 修
｀
お年限は、 3年 6月 以上でなければならないこと。

ウ  (略)

(3)。 (4)  ぐ‖各)

第6 方色l没設備に関する1'1「項

1・ 2  (略 )

3 保健師it成所

(1)地J成イ1護学の校内実習を行うのに,必 要な設‖「を‖iえたI,用の実習室を有すること。

(2) (略 )

4 助産白li l_‐成所

(1) 01各 )

(2)実習室は、分べん台及び診察台 1台当たり20ぽ以上有し、かつ、新生児及

び妊産 じょく/1ilの
1:方 1出看護等の実習を行 うのに必要な広さを有すること。な

お、実習室には、備iえ付けの沐浴|||、 手術用手洗設備、給湯・給水の設鰯i等を

設けるとともに、校内実習に要する機械器具、リネン類等を格納する場所を備

えること。

(3) ぐ‖各)

5 f‐護師養成所

(1)  (‖各)

(2)実習室には、学生 4人に 1ベッド以上確保し、 1ベ ッド当たり11ぽ以上の

広さを有すること。なお、実習室には、備え付けの沐浴|||、 手術用手洗設備、



の設備等を設けるとともに、校内実習に要する機械器具、リネン類等を格納す 1   給湯・給水の設備等を設けるとともに、校内実習に要する機械器具、リネン類
る場所を備えること。 1   等を格納する場所を備えること。

1 6。 7 ぐ‖各)
6。 7  (‖各)

第 7 (川各) 1第 7 釧各)

第8 管理及び維持経営に関する事項                     1第 8 管理及び維持経営に関する事項

1 1～ 3 (‖各)
1～ 3 (略 )

4 養成所は、教育活動その他の養成所運営の状況につぃて、自ら評価を行ぃ、そ
の結果を公表すること。

旦 2年 1り t程 (通信制)については専任の 111努
職員を通当数確保すること。    | ■ 2年課程 (通信制)については専任のFI「務職員を適当数]“

`霜
ること。



別表 1 保健師教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)個人・家族・集団・組織を含むコミュニティ (共同体)を地域とし、地域及び地

域をlllJ成する人々の心身の健康、疾病 。障害の予防、発生、́回復及び改善の過程を

社会的条件の中で系統的、予測的に捉えアセスメントし、地域の順在化、潜在化し

ている健康調極を明7樹ヒし、解決 。改善策を計画・立案する能力を養う。

2)地域の人々が自らの健康状態を認識し、健康の保持増進を図れるよう支援すると

ともに、人々が自主的に社会資源を活用できるよう支援し評価する能力を養う。

3)健康危機管理の体制を整え、健康危機の発生時から回復り明の健康課題を早り明に発

見し迅速かつ編 山i勺に対応する能力を養う。

4)地域の健川〔水準を高めるために、保健・医療 。福祉サービスを調整し活用する能

力及び地域の健月〔:‖t題の解決に必要な社会資源を開発し、施策化及びシステム化す

る能力を養う。

5)保健 。医療・福祉及び社会に関する最新の知識・技術を主体的 。畷 t的に学び、

実践の質を向上させる能力を養う。

別表 1 保17rE師教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)人々の心身の健康並びに疾病 。障害の予防、発生、回復及び改善の過程を社会的

条件の中で系統的、予測的にとらえアセ不メントする能力を養うとともに、自立を

支援する能力を養う。

2)地域の人々が自らの健川(状態を認識し、健康の保持増進を図るための健康学習や

自主 。自助グループ活動等の集団活llltを育成するとともに、自主的に社会資源を活

用できるよう支援し評価する能力を養う。

3)地域に順在している健康副l題を個別事例を通して把握するとともに、潜在してい

る健‖〔課題を予測し、それらを地域住民、関係機関、他職種と連携 。協lllllし組織的

に解決する能力を養う。

4)保健。医療・福祉行政の最新の知i故を主体的・継続的に学ぶ能力を養うとともに、

保健 。医療・福祉サービスを調整し活用する能力及び地域の健康麟じ垣の解決に必要

な社会資源を開発し、施策に反映する能力を■う。

公衆律i生看護学

公衆術生看護

学概論

個人。家族・集

団・組織の支援

‐２

一

２

‐６

一

２

地域看護学

地域看護引既1論

個人 。家族・集

団の生活支援

学校保健・産業保健を含む内容とする。

公衆衛生看護の墓本理念と目1,1を 学び、1饒 k‐における看

i崎活動の基本的知識及び考え方、地域を基13と した予防

の考え方と対応の基本について学ぶ内容とする。

個人・家族・集団・組織を含むコミュニティ (共同体)

及び地域を構成する人々の集合体の健川〔増進・改善を目

指すアプローチの基本的な考え方を学ぶ内容とする。

個人・家族の健康課題への支援から地域をアセスメント

し、顕在化・潜在化している健康課1選を明孫:にする方法

を学ぶ内容とする。



公衆衛生看護

活動展開論

公衆 什『生看誰

管理Lli命

健康課題への支援を計画・立案することを学ぶ内容とす

る。

人々の健康行動の特′性及び効果的な介入方法と技術を学

ぶ内容とする。

集団における教育方法や集団力学等を学ぶ内容とする。

地j童
の人々や医2111、 五祉等の1山職frと の協l ll。 マネジメ

ントを学ぶ内容とする。

ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの

連 lllJに よる活動の展llllを学ぶ内容とする。

産業堡1//1・ 学校堡墜!二おける活J力の展り‖を学が内容とす

る。

事例を用いて活TjJ史
:|「業の評lliを行い、システム化・施

策化につなげる過程をJ〔習を通して学ぶ内容とするの

多脚J〔危機管lLを学ぶ内容とする。

人々の健康行動の特性及び効果的な介入方法と技術を学

ぶ内容とする。

集団における教育方法や集団力学等を学ぶ内容とするc

⊇ 1地域 (産業、学校等を含む)における看護活JJJを展51す

るために必要な方法及び技術を学ぶ内容とする。

心身の1//L康保持増進及び疾病 。障害別に予防、発生、回

復及び改善に対応した支援方法と地域活動の組織化を含

めた展|‖1方法について学ぶ内容とする。

地域i護管理論 177L康個畿管理を含む内容とする。

保健福祉行政論 行政糸聯哉について学ぶ内容とする。

保健医妨(福祉の法的基11t及び行財政を理解するとともに

保健医療福祉の計画の企画及び評価について実践的に学

ぶ内容とする。

調査で明らかにされた生皓環境が人々に及ぼす健康上の

影響など、健康に係る社会問題を解決する政策形成過程

地域看護活動展

昴‖論

公衆律i生看護活J力 を展け‖するうえで、基1樫 となる疫学|り 11

査 。分析、活用方法について学ぶ内容とする。

公衆術生看護活動を展け‖するうえで、基盤となる疫学訓

査・分析、活用方法について学ぶ内容とする。

公衆術生看護活動における統計学の基礎、情報処理技術

及び統訓ヨ1吉報とその活用方法について学ぶ内容とする。

保

“

L統計学 公衆術生看護活動における統計学の基礎、情報処理技術

及び統計情報とその活用方法について学ぶ内容とする。

保健医療福祉の計画の企画及び評価について実践的に学

ぶ内容とする。

iサ‖査で明らかにされた生活環境が人々に及ぼす健康上の

影響など、健周〔に係る社会 1出 l題 を解決する政策形成過程

保健医療福祉行

政論



に活かす方法を学ぶ内容とする。

事例を用いて政策形成過程等に関する演習を行う。

臨地実習

地域看護学実習

個人 。家族・

集団の生活

支援実習

地域看護活

動展開論実

習

地域看護管

理論実習

4

4

2

2

地域看護学、疫学、保17/L統計学及び保健福祉行政論で学

んだ知識を活用した実習とする̂

臨地実習は、保健所、市‖財寸は必須とし、学校、事業所、

医療 。福祉施設等、多様な場で実習を行う。

地域の社会資源を活用し、生活を支援する実習を行う。

個別事例に対して継続した訪間1印尊を行う。(複数事例が

望ましい)

家庭訪間を通して、地域の健康課題を理解することがで

きる実習とする。

集団を対象 とした健川〔支援を体験する実習とする。

地域の活動計画のプロセスを理解し、保健活ll」を展開す

る実習とする。

m療 福祉の計画を知り、その意 )こについて理

解できる実習とする。

地域住民、関係機関や他lll種 との連携、調整の実際が理

解できる実習とする。

保健活動の管理や評価、社会資源の開発等について学ぶ

実習とする。

`鍋

〔危機管理体制の実際を学ぶ実習とする。

総 計
２ ３

一
型ュ時間以上の計義 。実習等を行うものとする。

に活かす方法を学ぶ内容とする。

事例を用いて政策形成過程等に関する演習を行う。

保健所・市町村を含む、保健師が役割を担っている多様

な場で実習を行う。

地域の社会資源を活用し、生活を支援する実習とする。

家庭訪間を通して、地域の健康課題を理解することがで

きる実習とする。

llll人 と地域全体を連 llllさ せながら捉え、地域全体に対し

て PDCAを展号‖するi品程を学ぶ実習とする̂

地域ケアシステムにおける地域の人々や医療、福祉の他

職種と協lllllす る方法を学ぶ実習とする。

地域住民、関係機関や他職ルFと の連携、Hllll整 の実際が理

解できる実習とする。

公衆術生看護活動の管理や評価、671康危機管理の体制に

ついて学ぶ実習とする。

臨地実習

公衆衛生看護

学実習

個人・家族・

集団・労断itの

公衆術生看

護活動展開

論実習

公衆衛生看

護管理論実

習

望堅時間以上の講義 。実習等を行 うものとする。



別表2 助産師教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)妊産じょく婦及び胎児 。新生児の健康水準を診Ll」lし、妊娠 。出産・産じょくが自

然で安全に経過し、育児を主体的に行えるよう、根拠に基づき支援する能力を ifl_‐ う。

2)女′性の一生における性と生殖をめぐる健康に関する課題に対して、継続的に支援

する能力を養う。

3)安心して子どもを産み育てるために、他lllltrlllと 連りち。協lllllし ながら、llD人及び社

会にとって必要なjJJ支の社会資源の活用やIJ111盗 を行う育ヒカを養う。

4)1カ産師の役害J o Jl〔務を自党し、女性と子ども並びに家族の尊厳と確利を

'怖

「 する

倫り幽 及びJ年門職として自イlt‐ケる能力をitう。

別表 2 助産師教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)妊たじょく婦及び胎児 。新生児の健康水lllを診断し、妊娠 。出産・産じょくが自

然で安全に経i凸 し、育児を主体的に行えるよう支援できる能力を養う。

2)女`l■の一生における性と生射をめぐる1//11康 に関する課題への支援ができる能力を

サ礎う。

3)安心して子どもを産み育てるために、他職種と連携・協lllllし ながら、個人及び社

会にとって必要な地域の社会資源の活用やIJll整 を行える能力をi堡 う。

教育内容

女性の生涯を通じて、性と生殖にチ、(:′点を当てて支援する

活動である助産のりit礎について学ぶ内容とする。

母子の命を同時に1'IFす ることにザi任を持つ役割を珊

解し、生命倫)理を深く学レボ内容とする。

母性 。父性を育むことを支援する能力を養う内容とし、

また家族の心理 。社会学的側面をり1イヒした内容とする。

チーム医サ

`(や

関係機関とのl,‖ 1“・連携について学ぶ内容

とする。

助産師の専F弓性、助産師に求められる姿勢、熊ι性につい

て学ぶ内容とする。

lII娠経過の正常・異常を診断するための能力をj甦い、診

‖Jれ こ伴う最新の技術を1ぢ得する内容とする。

助産過程の展開に必要な助産技術を確実に修得するため

に演習の充実強化を図り、助産の実践に必要な基本的技

術を確実に1ぢ得する内容とする。

妊婦・じょく婦 。
,りi生児の健康状|よに1月するアセスメン

Jl:礎助産学 女性の生涯を通じて、性と生舛に1焦点を当てて支援する

活Jlllで ある助産の基礎について学ぶ内容とする。

生命倫11!、 乳幼児の成長発達等を強化する内容とする。

母性 。父性を育むことを支援する能力を養う内容とし、

また家族の心理 。社会学的側lrFを強化した内容とする。

チーム医療や関係機関との1サ瑚惟・連りちについて学ぶ内容

とする。

助産過程の展開に必要な助産技術を確実に修得するため

に演習等の充実を図り、助産の実践に必要な基本的技術

を強化する内容とする。

妊婦・じょく婦 。新生児の健康状態に1月するアセスメン

助産診1析・技術学



地域母子保健

助産管理

1

2

卜及びそれに基づく支援を強化する内容とする。

分べん期における緊急事態 (会陰の切開及び裂傷に伴う

縫合、新生児蘇生、止血処置、児の異常に対する産婦・

家族への支援等)に対応する能力を強化する内容とする。

妊産婦の主体性を尊重した出産を支援する能力を養う内

容とする。

住民の多様なニーズに対応した母子保健サービスを提供

できるための能力を養うとともに、保健医療福祉関係者

と連携・協llllしながら地j成の母子保健を推i上するための

能力を養う内容とする。

助産業務の管理、助産所の運営の基本並びに周産期医療

システムについて学ぶ内容とする。

周産期における医療安全の確保と医療
'1「
故への対応につ

いて学ぶ内容とする。

臨地実習

助産学実習

Ｈ
一

Ｈ
一

助産診断・技術学、地域母子保健及び助産管理の実習を

含むものとする。

分べんの取扱いの実習については、分べんの自然な経過

を理解するため、llJ」産師又は医師の監督の下に、学生 1

人につき正常産を10回程度直接取り扱うことを目安と

する。取り扱う分べんは(原則として正期産 。経腔分ベ

ん 。頭位単胎とし、分べん第 1期から第 3期終了より2

時間までとする。

実習り明隔J中 に妊娠中り明から産後 lヶ 月まで継続して受け

持つ実習を1例以上行う。

妊婦健康診査を通して妊娠経過の診断を行うとともに、

産じょく期の1受乳支援、新生児期のアセスメントを行う

能力を強化する実習とする。

総 計
２８

一
930時間以上の言障義 。実習等を行 うものとする。

地域母子保健

助産管理

1

l

卜及びそれに基づく支援を強化する内容とする。

妊産婦の主体性を尊重した出産を支援する能力を養う内

容とする。

住民の多様なニーズに対応 した母子保健サービスを提供

できるための能力を養うとともに、他臓種と連彬t・ 協働

しながら地域の母子保健を1麟生するための能力を養う内

容とする。

助産業務の管理及び助産所の運営の基本を学ぶ内容とす

る。

周産期における医療安全の確保と医療ll「故への対応につ

いて学ぶ内容とする。

臨地実習

助産学実習

９

一
　

　

９

一

助産診断・技術学、地域母子保健及び助産管理の実習を

含むものとする。

分べんの取扱いの実習については、分べんの自然な経過

を理解するため、助産師又は医師の監督の下に、学生 1

人につき正常産を 10回程度直接取扱うことを目安とす

る。取り扱う分べんは、原則として正り明産・網性分べん 。

頭位単胎とし、分べん第 1期から第 3り切終了より2時間

までとする。

実習期1飼 中に妊娠中j明から産後 lヶ 月まで継続して受け

持つ実習を1例以上行う。

妊娠期や産じょく期 。新生児期のアセスメントや支援を

行う能力を強化する実習を含む内容とする。

総 計
２ ３

一
765時間以上の言|1義 。実習等を行うものとする。



別表 3 看護師教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)人間を身体的 。精神的 。社会的に統合された存在として幅広く理解し、看護師と

しての人間関係を形成する能力を養う。

2)看護師としてのり|〔務を自覚し、倫理に基づいた看護を実践する基礎的能力を養

う。

3)科学的根拠に基づき、看護を計画的に実践する基礎的能力を養 う。

4),1康の保持増進、疾病の予防、健康の回復に関わる看護を、健康の状態やその変

化に応じて実践する基礎的能力を養う。

5)保健 。医療・福祉システムにおける自らの役割及び他職llの役割を理解し、他ll戦

種と連携・ttulllllす る基礎的能力を■ う。

6)専門職業人として、最新知言I卜 技術を自ら学び続ける基礎的能力を養う。

基
礎
分
野

科学的思考の嶋き

人間と生活・社会の

理解

「専門基礎分野」及び「1年門分野」の基礎となる

科目を設定し、併せて、科学的,思考力及びコミュ

ニケーション能力を高め、りよ性を磨き、自由で主

体的な判断と行動を促す内容とする。

人間と社会を幅広く理解出来る内容とし、家族論、

人間関係論、カウンセリング理論と技法等を含む

ものとする。

国際化及び1青報化へ対応しうる能力を養えるよう

な内容を含むものとする。

職務の特性に艦み、人権の重要′性について十分理

解させ、人権意識の普及・高揚が図られるような

内容を含むことが望ましい。

別表 3 看護隷教育の基本的考え方、留意点等

教育の基本的考え方

1)人間を身体的・精神的 。社会的に統合された存在として、幅広く理解する能力を

it・ う。

2)人々の健康と生活を、自然 。社会 。文化的環境とのダイナミックな相互作用等の

観点から理解する能力を養う。

3)人々の多様な価値観を認i載 し専門職業人としての共感的態度及び倫理に基づい

た看護を実践できるとともに、J山新知識・技術を自ら学び続ける脳 り[的能力を養う。

4)人々の1//1川 (上の胡t題に対応するため、科学的根拠に基づいた看護を実践できる基

礎的能力をitう 。

5)健庄の保持ナヤ1進、疾病予防と治療、リノ)ビ リテーション、終末り堕など、健康や鮮

害の状態に応じた看護を実践するための基礎的能力を養う。

6)保 1//11。 医療・福祉制度と他職「[の役割を理解し、チーム医療を実践するとともに、

人々が社会的資源を活用できるよう、それらを調整するための:J!墜J勺能力を養 ip

ス
礎
分
野

科学的,思考のな 、

人間と生活・社会の

理丑角子

「専門基礎分野」及び 「専門分野Jの基礎となる

科目を設定し、併せて、科学的思考力及びコミュ

ニケーション能力を高め、感性を磨き、自由で主

体的な判断と行動を促す内容とする。

人間と社会を幅広く理解出来る内容とし、家族論、

人間関係論、カウンセリング理論と技法等を含む

ものとする。

国際化及び情報化へ対応しうる能力を養えるよう

な内容を含むものとする。

職務の特性に鑑み、対 社の重要性について十分理

解させ、人権意識の普及・高揚が図られるような

内容を含むことが望ましい。



―

―

人体を系統だてて理解し、健康 。疾病 。障害に関

する観察力、判断力を強化するため、角帯1生理学、

生化学、栄養学、薬理学、病理学、病態生理学、

微生物学等を臨床で活用可能なものとして学ぶ

内容とする。

演習を強化した内容とする。

人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて

社会資源を活用できるように必要な知
`1茂

と基礎

的な能力を養う内容とし、保健医療福祉に関する

基本概念、関係制度、関係するl llfi[の 役割の理解

等を含むものとする。

専
門
基
礎
分
野

人体のlll造 と機能

疾病の成 り立ちと

回復の促進

健康支援と社会保

障制度

人体のイ11造と機能

疾病の成 り立ちと

回復の促進

健康支援 と社会保

「章市」』支

専
門
基
礎
分
野

ヽ

―

ン

ー

ー

リ

人体を系統だてて理解し、健康・疾病 。障害に関

する観察力、判的i力 を強化するため、角梓1生理学、

生化学、栄養学、薬理学、病理学、病態生理学、

微生物学等を臨床で活用可能なものとして学ぶ内

容とする。

演習を強化した内容とする。

人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて

社会資源を活用できるように必要な知i故 と基礎的

な能力を養う内容とし、保健医療福祉に関する基

本概念、関係制度、関係する職lllの役割の理解等

を含むものとする。

専|‖l分野 Iでは、各看護学及び在宅看護論のり1:盤

となる基

"む

均理論や基礎的技術を学ぶため、看護

学慨論、看護技術、臨床看誰総論を含む内容とし、

演習を強化した内容とする。

コミュニケーション、フィジカルアセスメントを

強化する内容とする。

司「例等に対して、看護技術を適用する方法の基礎

を学ぶ内容とする。

看護師として倫理的な判断をするための基礎的

能力を養う内容とする。

基礎看誰学

臨地実習

基礎看護学

基礎看護学

臨地実習

基礎看護学

専門分野 Iでは、各看護学及び在宅看護論の基盤

となる基礎的理論や基礎的技術を学ぶため、イ稚

学概論、竃占技術、鴎i床蕎 1鮭総1論を含む内容とし、

演習を強化した内容とする。

コミュニケーション、フィジカルアセスメントを

強化する内容とする。
tl「

例等に対して、看護技術を適用する方法の基礎

を学ぶ内容とする。

看護師として倫理的な判断をするための基礎的能

力を養う内容とする。

10



専
門
分
野
Ⅱ

専
門
分
野
Ⅱ

脇i床実践能力の向上を図るため、演習を強化した

内容とする。

各看護学においては、看護の対象及び目的の理解、

予防、健康の回復、保持増進及び疾病 。障害を有

する人々に対する看護の方法を学ぶ内容とする。
言li義、演習、実習を効果的に組み合わせ、看護実

践能力の向上を図る内容とする。

健康の保持増進、疾病の予防!二 関する看護の方法

を学ぶ内容とする。

成長発i士段階を深く理解し、様々なlll川 〔状態にあ

る人々及び様々な場で看護を必盟とする人々に

対する看護の方法を学ぶ内容とする。

成人看f修学 成人看誰学 成人看i隻学では、成人期の特徴に基づいた看護を

学ぶとともに、終末りり1看護に関する内容も含むも

のとする。

老年希護学では特に、生活機能のill点からアセス

メントし看l護 を展1用する方法を学ぶ内容とする。

老年看護学

小児看1性学

母′性看設学

オ|サ神看護学

4

4

4

老年看護学

小児蕎 lL学

母陛:布佐学

精神看護学

4

4

4

臨地実習 16 知「|卜 技術を石
‐
護実践の場而に沌用し、看護の理

論と実践を結びつけて理解できる能力を養 う実

習とする。

チームの一員としての役害1を学ぶ実習とする。

保1771医療福祉分野との連携、協lllllを通して、看護

を実践する実習とする。

mi地実習 16

精神 Fl護学では、精神の健康の保持増進と米1午 |lf市

害時の看護を統合的に学習できるような内容とす

る。

知識・技afを 看護実ltの場面に適用し、看護の理

論と実践を結びつけて理解できる能力を養う内容

とする。

チームの一員としての役割を学ぶ内容とする。

保健医療福祉との連携、協llllを,通 して、看護を実

践できる能力を養う内容とする。
成人看it学 成人看i嵯学



老年看護学

小児看護学

母性看護学

米|:神看護学

在宅看誰論

看護の統合と実践

臨地実習

在宅看護論

看護の統合 と実

在宅看護論では地域で生活 しながら療養する

人々とその家族を理解し地域での看護の基礎を

学ぶ内容とする。

1也域で提供する看護をJ勁7し、基″さ的な技術を身

につけ、他職種と協lllllす る中での看護の役害1を IIL

解する内容とする。

1也域での終末り明看護に関する内容も含むものと

する。

チーム医療及び個懺種との翻動)の 中で、看護師と

してのメンバーシップ及びリーダーシップを理

解する内容とする。

看護をマネジメントできる基礎的能力を養 う内

容とする。

医療安全の基礎的知Fitを含む内容とする。

災害直後から支援できる看護の基礎的知識につ

いて理解する内容とする。

国際社会において、広い視野に基づき、看護師と

して諸外国との協力を考える内容とする。

看護技術の総合的な評価を行う内容とする。

訪問看護に加え、地域における多様な場で実習を

行うことが望ましい。

専門分野での実習を踏まえ、実務に即した実習を

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

在宅看護論

看護の統合と実践

臨地実習

在宅看護論

看護の統合 と実

在宅看護論では地域で生活しながら療養する人々

とその家族を理解し在宅での看護の基礎を学ぶ内

容とする。

在宅で提供する看護を理解し、基礎的な技術を身

につけ、他職種と協llllllす る中での看護の役割を理

解する内容とする。

在宅での終末り明看護に関する内容も含むものとす

る。

チーム医療及び他1載 711と の協11カ の中で、私哉師と

してのメンバーシップ及びリーダーシップを理解

する内容とする。

看護をマネジメントできる基礎的能力を養う内容

とする。

医療安全の基礎的知識を含む内容とする。

災害直後から支援できる看護の基耐由t勺知識につい

て理解する内容とする。

国際社会において、広い視野に基づき、看護師と

して諸外国との協力を考える内容とする。

看護技術の総合的な評価を行う内容とする。

訪問看護に加え、多様な場で実習を行うことが望

ましい。

専門分野での実習を踏まえ、実務に即した実習を



践 行う。

複数の患者を受け持つ実習を行う。

一勤務帯を通した実習を行う。

夜間の実習を行うことが望ましい。

計
０
乙

総 計 ７
′

ｎ
フ 3,000時 間以上の計義 。実習等を行 うものとする。



教育の基本的考え方

1)人間を身体的・精神的 。社会的に統合された存在として幅広く理解し、看護師とし

ての人間関係を形成する能力を養う。

2)看護師としてのデi務を自覚し、倫理に基づいた看護を実践する基礎的能力を養う。

3)科学的根拠に
'11づ

き、看誰を計画的に実践する基礎的能力を養う。

4)健月〔の保持増進、疾病の予防、健康の回復に関わる看護を、健康の状態やその変化

に応じて実よヽするli馴紳勺能力を養う。

5)保 1/7t。 医療・福祉システムにおける自らの役害1及び他職種の役嘗Jを理解し、他職fri

と連携 。協lllllす る基礎的能力を養う。

6)専門職業人として、最新知識・技術を自ら学び続ける基礎的能力を養う。

別表 3-2 看護師教育の基本的考え方、留意点等 (2年課程、2年課程 (定時制)、 2年

課程 (通信制))

教育内容

2年五Itl.

2年 1‖ t性

(定時制)

2年課程 (通信制)

留意点通信学習

単位数 単位数 備 考

基

礎

分

野

科学 的思

考の基盤

人1編 と生

活・社会の

理丑角子

ヽ

Ｉ

Ｌ

ｆ

ｌ

リ

ヽ

―

―

＞

―

―

プ

1単位の1/_・業

科目を 4511キ

lllの学修に相

当する内容に

すること。ま

た、1単位ご

とに 1レポー

ト、単位認定

臓t験等を課す

ことを1:鷺鮮と

して、達成度

「専門基礎分野」及び
「FT門分りl」 の基耐さと

なる科目を設定し、併

せて、科学的思考力及

びコミュ_ケーション

能力を高め、感性を磨

き、自由で主体的な判

断と行動を促す内容と

する。

人1飼 と社会を幅広く理

解出来る内容とし、家ル

別表 3-2 看護師教育の基本的考え方、留意点等 (2年課程、2年課程 (定時制)、 2年

課程 (通信制))

「l lll門 基礎分り予」及び
「IIFll分り予」の基耐[と

なる科目を設定し、併
せて、科学的思考力及

びコミュ_ケーション

能力を高め、感性を磨

き、自由で主体的な判

断と行動を促す内容と

する。

人||||と 社会を1輛広く理

解出来る内容とし、家族

教育の基本的考え方

1)人 |1月 を身体的 。米|キ神的・社会的に統合された存在として、幅広く理解する能力を養

つ。

2)人々の1//11康 と生活を、自然 。社会 。文化的易t境 とのダイナミックな相互作用等のlll

点から理解する能力を美う。

3)人々の多様な価
『

:修1を認識し専門職業人としての共感的1濃度及び倫理に基づいた

看護を実践できるとともに、最新知1哉・技術を自ら学び続ける基礎的能力を美う。

4)人々の健康上の醐」選に対応するため、科学的根拠に基づいた看護を実践できるりit礎

的能力を■う。

5)健康の保持増す■、疾病予防と治療、リハビリアァション、終末期など、健康や障害

の状態に応じた石蝙(上を実践するための基礎的能力を■う。

6)保 17/11。 医療・福ね腑川度と他職 l liの 役割を理解し、チーム医療を実廿け るとともに、

人々が社会的資源を活用できるよう、それらをlJ‖ 1柊するための基碑的能力を奏うぃ

2年 1熙程

2年 1‖t程

(定 ||キ串1)

2年 1轟t程 (通信制)

ヽ

ｌ

ｔ

ｒ

ｌ

リ

1単位の授業

科目を45時

『11の学修に相

当する内容に

すること。ま

た、1単位ご

とに1レポー

ト、単位認定

試験等を課す

ことを1り‖準と

して、達成度

科学 的思

考の上魏継

人 硝1と 生

活 。社会

動 子



確認するこ 論、人1出]関係論、カウン

セリング理論と技法等

を含むものとする。

国際化及び1青劇1化へ対

応しうる能力をitえ る

ような内容を含むもの

とする。
l ll務の特性にi監み、人権
の重要性について十

理解させ、人権意識

及・
|「 [1場が図られるよう

な内容を含むことが

ましい。

を

“

認するこ

と。

論、人間関係論、カウン

セリング理論と技法等

を含むものとする。

国際化及び情報化へ対

応しうる能力を養える

ような内容を含むもの

とする。

職務の特性に1監み、人権
の重要性について十分

理解させ、人本″意識の普

及。
i「 111サが図られるよう

な内容を含むことが望

人体の‖|

造と機能

″:病の成

り立ちと

国イtの促

ill:

`Lil〔

支援

と社会保

ヽ

―

―

に

ｒ

ｌ

ｌ

ノ

1単位の授業

科 目を 45時

間の学修に

相当する内

容にするこ

と。また、 1

liイ立ごとに

1レポー ト、

単位i想定試

町
`ミ

等を1:泉す

ことをオリ‖2“ :

として、達成

度を11認す

ること。

人体を系統だてて理「解

し、仁L川〔・疾ソ,j。 障11「

に関するi11察 力、判 lJ「

力を強化するため、角F

音1生理学、生化学、栄

養学、薬理学、り

'i」

1学、

病態生理学、11t生物学

等を障i床で活用可能な

ものとして学ぶ内容と

する。

が(習 を]1イ ヒした内容と

する。

人々が生JI:を 通じて、

「 [川 :や「章害の状態に応

じて社会資源を活用で

きるように必、要な知l請t

と基礎的な能力をitう

内容とし、イ呆健医り1li ll

祉に関する基本慨念、

1蠅係|IJ度 、1月係する職

flllの 役1別の理解等を含

人体の構

造と機能

疾病の成

り立ちと

回復の促

進

健川〔支1■

と社会保

障制度

ヽ

―

―

に

ｒ

ｌ

ｌ

ノ

1単位の授業

科 目を 45時

間の学1'に

相当する内

容にするこ

と。また、1

11位ごとに

1レポー ト、
主
liイ立「]都
験等を課す

ことを|卜準

として、達成

度を確認す

ること。

准看i峻師で学んだ内容

を略まえ、人体を系統だ

てて理解 し、健康・疾

病 。障害に関する1サl察

力、判断力をJ`ピ ヒするた

め、解『 J生理学、生化学、

栄it学、lt理学、病理学、

病態生lll学、微生4勿学
'Iを誦i床で活用可能なも

のとして学ぶ内容とす

る。

演習を強化した内容と

する。

人々が生″Eを通じて、

健力|[や障害の状態に応
じて社会r〔汎1を活用で

きるように必要な知識

と基耐[的な能力を養う

内容とし、保健医療福

祉に関する基本概念、

関係 lll度 、1月係するl ll

ilの役害1の理解
'Iを

含



/」ヽ 計 14 14
むものとする。

小  計 1
むものとする。

専
門
分
野
Ｉ

志礎看護学 6 6 1単位の授業

科目を 45時
編の学修に相

当する内容に

すること。ま

た、1単位ご

とに 1レポー

ト、単位認定

試験等を1猥す

ことをな‖準と

して、達成度

を確認するこ

と。

専門分野 Iでは、各看

i健学及び在宅看護論の

基1幣 となる基礎的理論

や基礎的技術を学ぶた

め、看護学‖比命、看護

技術、lri床看護総論を

含む内容とし、演予」を

強化 した内容とする。

コミユーケ~シ ョン、

フィジカルアセスメン

トを強化する内容とす

る。
'1「例

′
や卜に対して、イli性

技術を適用する方法の

基礎を学ぶ内容とする。

看護白liと して倫メl的な

判断をするためのり!節t

的能力を共い、請幽鰹
決能力を強化する内容
とする。

専
F弓

分
Jl予

I

基礎看護学 6 1単位の授業

千斗目を 45時
|!11の学修に相

当する内容に

すること。ま

た、l l11位 ご

とに 1レポー

ト、単位認定

試験等を課す

ことをな+準 と

して、達成度

を確認するこ

と。

|■ l11分り予Iでは、各看

護学及び在宅看i雙 論の

基盤となるり|:耐さ的」「論

や基礎的技a子 を学ぶた

め、看護学慨i論、T‐誰

技 af、 臨床看護総論を

含む内容とし、演習を

強化した内容とする。
コミュ_ケーション、

フィジカルアセスメン

トをJlイヒする内容とす

る。
'|「例等に対して、看護

技術を適用する方法の

よ耐さを学ぶ内容とする。
:rl i“自liと して輪、り|1白りな

判‖,「をするためのJit″[

的能力をi奏 う内容とす

る。

幽 i迦墜 拠 盛 墜

力生り1ごヒする。
臨1地実習

基礎看

護学

紙上事例演習
病院見学実習

及び71接授業

2年課程 G血倍制)に■

いては、紙上刊f例演習、

病院等見学実習、面接振

業で代える。

mi地実習

基 礎看

護学

llモ
'lr例が1習

″i院見学実習

及び而接1受 業

2年二‖t程 (通信all)に て

いては、紙上 '|「例演習、

病院等見学実習、面機

業で代える。

単イ立It

“

青 j檜 単位数 ‖青 :そ
単イ立数 備 考 )11位 数 |lli  プす

1 3 Ti例程度 1 各III111

7分 Jl予

ごとに

病院見

学実習

2日 及

1 3.|「例程度 1 各専 1111

7分野

ごとに

向完見

学実習

2日 及

16



職
鋤
日

び面接

実習 3

日

月ヽ 計 31i例 程度

専

門

分

野

Ⅱ

1単位 の授

業科 目を 45

時 間 の学修

に本目当
―
ケる

内容 にす る

こと。また、

1単位ごとに

1レポー ト、

単位 認 定試

験等 を諜す

こ とを標 準

として、迪戎

曳 を確 認す

ること。

洒i習、実習を効果

的に組み合わせ、看護実

践能力の向上を図る内

容とする。

″L川:の保持増進、疾病の

予防に関する:イ
i‐護の方

法を学ぶ内容とする。

成長発達段階を深く理

角子し、様々な健川〔状態

にある人々及び様々な

場で看護を必要とする

人々に対する看護の方

法を学ぶ内容 とする。

17



老年看護学

小児看護ヽ

母陛看護

粘||1看1

成人看護学では、成人期

の特徴に基づいた看護

むものとする。

老年看誰学では特に、

活機能の lll点 か らアセ

スメン トし

知11い 技術を看護実践の

場l白 iに適用し、看ICの理

論と実践を結びつけて

出 やできる能力をitう

内容とする。

チームの一員としての

役害1を学ぶ内容とする。

保

`l医

療福祉との)L携、

協llllを通して、■1性 を

できる育ヒカを1警 う内

多様なtS実践の場 (病

施1費等)で実習する。

2年課程 (:こ信11)に
いては、紙上11綱演習、

り「j院等兄学実習、面接

授業で代える。

成人石

護学

者年看

護学

小児看

護学

母性看

護学

精神看

護学

311f例程度

3.|「例程度

3事例程度

各専門

7分り「
ン゙
とに

1)il完 見

学実習

2日 及

び面接

実習 3

日

:に

″[力 1こ の保持増進とオli

11`||:日 午の イテ::じ

に学習で きるよ うな

紙上 '11例演習
病院見学実習

及び而接1受業

単位数

知1lk・ 技術を
'石

‐
護

場面に適用し、71言性の

論 と実践を結びつけて

理解できる能力を ilう

実習とする。

チームの一員 としての

役
′
lilを学ぶ実習とする。

保健医療福祉との連携、

協llllllを 通して、ri護を

践する実習とする。

多様な看護実践の場 (病

院、施設等)で実習する。

年F丼:程 (通信市1)に
いては、紙上11例演習、
り

'i院

等兄学実習、面接

授業で代える。

成人看護

老年看護

小児看護

母}生看護

精トロ看|:1

病院見学実習

及び面接授業
紙上 II「

例演習

3事秒1程度

31事例程度

3事例程度

3事例程度

3事例程度

各 |『門

7分野

ごとに

病院 /mL

学実習
2日 及

実習 3

日



5事 例程度

在宅看護論では地域で

生活 しながら戒i養する

人々とその家族を理解

し地域での看護の基礎

を学ぶ内容とする。

⊥量で提供する看護
理角『 し、基礎的な技術

を身につけ、他職TTと

協

“

力する中での看護

役割を理解する内容

する。

1也域での終末り明看護に

関する内容も含むもの

とする。

チーム医療及び他職

iFと の協llllの 中で、看

:雌師としてのメンバー

シップ及びリーダーシ

ップを動 'iす る内容と

する。

看誰をマネジメン ト

できる基rt的能力を養

う内容とする。

医規〔安全の基礎的知

llltを含む内容とする。

災害直後から支援で

きる看護の基礎的ウ‖1識

について螂 iする内容

15事 例 程

在宅看護論では地域で

生活しながら療養する

人々とその家族を理解
し在宅での看誰の基礎

を学ぶ内容とする。

在宅で提供する看護を

理解し、基礎的な技術

を身につけ、他職llと

協lJllす る中での布護の

役害1を理解する内容と

する。

在宅看i性 の対粂は高山|

者が多いうよ状を路ま

え、在宅耐 論と老年

看護学を

“

打うよりを二内
容を組み立て、効Лt的

な学習が出来るよう考

慮する。

での終末期看護に

関する内容も含むもの

とする。

チーム医療及び他職仲

との|ん働の中で、看1護

としてのメンバーシ

ップ及びリーダーシッ

プを理解する内容とす

る。

看護をマネジメン トで

きる基礎的能力を養 う

内容とする。

医療安全の基礎的知,諸t

を含む内容とする。

災害直後から支援で

きる看 i雙の基礎的知l ll

について理解する内容

宅看護論

il護の統合

1単位の授

業科 目を 45

時間の学修

に相当する

内容にする

こと。また、

1単位ごと

に 1レポー

卜、単位言

試験等を胡t

すことを標

準として、連

成度を確認

すること。

統

合

分

野

在宅看護論

看ii雙 の統合

と実践

1単位の授

業科目を45

キ間の物疹
こ本目当する

内容にする

こと。また、
1単位ごと

に 1レポー

ト、単位認定

試膨t等を訓t

づ
~こ

とを標

準として、連

戊度を7確認

ること。



とする。

国際社会において、広

い視野に基づき、看護

師として諸外国との協

力 を考 える内容 とす

る。

看護技術の総合的な

評価 を行 う内容 とす

る。

とする。

国際社会において、広

い視野に基づき、看護

師として諸外国との協

力を考える内容とす

る。

看護技術の総合的な

評価を行 う内容とす

る。

臨地実習

在 宅 看

護論

看 護 ⊂

統 合 と

実践

紙上璽|「例演習
病院見学実習

及び面接授業

訪問イi護に加え、地illtに

おける多様な場で実習

を行 うことが望ましい。

通信11を 除く2年 j"t程

では、1∫門分野での実習

を踏まえ、実務に即 した

実習、複数の患者を受け

持つ実習、一勤務|lrを i

した実習を行 う。また、

夜間の実習を行 うこと

が望ましい。

2年課程 (通信制)に
いては、紙上 ||1例

演習、

″jl完等見学実習、

業で代える。

臨地実習

看

　

の

と

宅

論

護

合

践

在

護

看

統

実

訪1剖看護に加え、多様な

塑で実習を行うことが

望ましい。

通信制を除く2年課程

では、1むl門分野での実習
を踏まえ、実務に即した

実習、複数の患者を受け
つ実習、一勤務11「 を

した実習を行う。また、

夜1飼 の実習を行うこと

が望ましい。

年胡t程 (通信制)に
いては、紙上事例演習、

病院等見学実習、面

業で代える。

病院見学実習

及び面接授業

3事例程度

3事例程度

各専門

7分野

ごとに

病院見

学実習

2日 及

面接実

習 3日

311「例程度

311例程度

各専門

7分野

ごとに

病院見

学実習

2日 及

び面接

実習 3

日

2,180時間以上の計義・

演習等を行 うものと

る。

2,180時 1綱以上の計義。

演習等を行 うものとす

る。
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別表 5 教育内容と留意点 (保健師・看護師統合カリキュラム)

教育内容 単位数 留 意 点

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

人間と生活・社会

の動 早 1  13

/1ヽ  計

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと

回復の促進

健康支援と社会保

障制度

健康現象の疫学と

統計

５

　

　

　

　

８

　

　

　

　

４

ヽ

―

―

＞

―

―

プ

保健医療福祉行政論を含む内容とし、ヨilrlを用い

て政策形成過程等に関する演習を行う。

保健統計学を含む内容とする。

/J 計 27

専
門
分
野
Ｉ

基礎看護学

臨地実習

基礎看護学

10

3

3

/1ヽ 計

専
門
分
野
Ⅱ

成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

米1躊申看護学

臨地実習

成人看護学

6

4

4

4

4

16

6

別表 5 教育内容と留意′点 (保健師・看護師統合カリキュラム)

科学的思考の基盤

人間と生活・社会

の理角翠 1   13

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと

回復の促進

健康支援と社会保

「章制度

健康現象の疫学と

統計

保健福祉行政論を含む内容とし、事例を用いて政

策形成過程等に関する演習を行う。

保健統計学を含む内容とする。

成蟻 ・畿学

老年看護学

小児看:隻学

母性看護学

精神看護学

臨地実習

成人看護学



老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

4

2

2

2

|

老年看護学

小児看護学

母 l■a護学

れ粽申看護学

4

2

2

2

/1ヽ 計 38
Jヽ 計 38

統
合
分
野

在宅看護論

公衆衛生看護学

公衆術生春

`生

学

概論

個人・家族・集

団・糸断音tの支援

動展開論

公右 li生看護管

理千命

看1性の統合と実践

鵬1地実習

在宅看護論

個人・家族・

集団・組織の支

援実習

公衆衛生看護

活 llt展開論実

習

公衆術生看護

管理論実習

４

　

‐４

一

２

‐２

一

４

　

９

一　

９
“
　

一ｂ

一　

２

3

統
合
分
野

在宅看護論

地域看護学

地域ξ護学1既粛衡

廻人・家族・集

団の生活支援

地域看護活動展

慟

地域看護管理論

看護の統合と実践

臨地実習

在宅看護論

地J成行護学

個人 。家族・

集団の生活支

援実習

地域看護活動

展開論実習

地域看護管理

論実習

４

　

‐０

一

２

8

４

　

８

一

２

　

４

一

２

９
〓



3,645時間以上の講義・実習等を行うものとする。3,790時間以上の講義。実習等を行うものとする。
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別表6 教育内容と留意点 (助産師・看護師統合カリキュラム) 別表6 教育内容と留意点 (助産師 。看護師統合カリキュラム)

り曹Jι助産学の一部を含む内容とする。

基礎助産学の一部を含む内容とする。

科学的思考の基盤

人間と生活 。社会

の理解

科学的思考の差滋

人間と生活 。社会

の理解 1   13

人体の1li造 とlt能

疾病の成 り立ちと

回復の促進

健康支援 と社会保

障制度

養ミ 助産学の一部を含む内容とする。 人体の1古造と機能

疾病の成 り立ちと

回復の促進

健川〔支援と社会保

F市市1度

基礎助産学の一部を含む内容とする。

基礎看i護学

臨地実習

基礎看設学

基礎看護学

臨地実習

基礎看護学

成人t蒸
=、
学

老年看i峻学

小児看誰学

母′性看護学

精神驚&学

基礎助産学

助産診断・技術学

地域母子保健

助産管l_

基礎助産学の一部を含む内容とする。

基礎助産学の一部を含む内容とする。

成人看稚学

老年 fli隻学

小児石護学

母性看護学

精神看護学

基礎助産学

助産診断・技術学

地域母子保 17・t

助産管理



男可藝そ7 ・ 8  (‖各)

臨地実習

成人看護学

老年看護学

小児希護学

母′陛看護学

精神看護学

助産学

２５

一

６

４

２

２

２

９

一

臨地実習

成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精|1看護学

助産学

２７
一
６

４

２

２

２

Ｈ
一

在宅看護論

看護の統合と実践

臨地実習

在宅看護論

看護の統合と実

践

在宅看護論

看護の統合と実践

臨地実習

在宅稀 1先論

看護の統合と実

践

3,790時間以上の1片義 。実習等を行 うものとするc3,955時耐l以上の言|1義・実習等を行うものとする。



別表9 機械器具、標本、模型及び図書 (看護師養成所) 別表9 機械器具、標本、模型及び図書 (看護師養成所)

ベツド

成人用ベッド(電動ベッド、ギャッジベッド、高さ30cmを含む。)

小児用ベッド

新生児用ベッド

保育器

床頭台

オーバーベッドテーブル

患者用移送車 (ス トレッチャー)

担架

布団―式

実習用モデル人形

看護実習モデル人形

注射訂1畔束モデル

静脈採血注射モデル

気管内挿管司1帥「モデル

救急蘇生人形

導尿詞1的にモデル

浣賜引融モデル

乳房マッサージ訪的にモデル

沐浴用人形

ファン トーム

看護用具等

洗髪車

清拭車

沐浴オ||

排泄用具一式 (各fll)

処rt用具等

診察用具―式

計測器一式

救急処 rt用器材一式 (人工呼吸器含む。)

学生4人に1

2

2

1

ベッド数
ベッド数

学生 10人に 1

1

1

1

1

2

2

1

学生4人に 1

1

1

1

学生4人に 1

適当数

1

1

1 ,蜘急処ri用器材一式 (人工呼吸器含む。)

ベツド

成人用ベッド(電動ベッド、ギャッジベッド、高さ30cmを含む。

小児用ベッド

新生児用ベッド

保育器

床頭台

オーバーベッドテーブル

患者用移送車 (ス トレッチャニ
)

担架

布団一式

実習用モデル人形

言畿実習モデル人形

注赤同1練モテリレ

静脈採血注射モデル

気管内挿管訪1練モデル

救急蘇生人形

導尿.l tttモ デル

浣腸訊障11モデル

乳房マッサージ訓糾〔モデル

沐浴用人形
ファントーム

看言性用具等

洗髪車

71ilJtlに

沐湘ギ|

拶日世用具一式 (各種)

処置用具等

包交車

診察用具一式

計測器一式

学生4人に1

2

2

1

ベ ッ ド数
ベ ッ ド数

1

1

2

学生 10人に 1

1

1

1

1

2

2

1

学生 4人に 1

1

1

1

学生4人に1

適当数



適当数

適当数

適当数

1

適 当数

1

1

1

適当数

各々 1

注射用具一式 (各種)

経管栄養用具一式

浣腸用具一式 (各勧

洗浄用具一式 (各種)

処置台又はワゴン

酸素吸入装置

吸入器

吸引装置
′い1七言十

煮沸消毒器

消毒缶 (各種)

手術用手洗用具一式 (各fll

小手術用機械器具一式

機能JII糾〔用具

車椅子 (各 flr)

歩行:れ[助具 (各種)

自助具(各種)

在宅石護用具

手すり付き家庭用風呂

信1易浴槽

台所設備一式
|1瑞子用 トイレ

低ベッド(家庭用)

リネン類 (各①

lりI本及び模型

人体解剖

人体′
11'格

血液lllr環系統

頭骨分解
′し寸‖椰1子音」

呼吸器

ヤ肖イ器

脳及び神経系

筋肉

適当数

1

適当数

適当数

適当数

1

適 当数

1

1

1

適 当数

各々 1

注射用具一式 (各種)

経管栄養用具一式

浣腸用具一式 (各種)

洗浄用具一式 (各種

処置台又はワゴン

酸素吸入装置

吸入器

吸引装置

心電訓^

煮沸消毒器

手術用手洗用具一式 (各種)

小手術用機械器具一式

機能印願|〔用具

車椅子 (各種)

歩行れ肯助具 (各 f重)

自助具 (各種)

在宅看護用具

手す り付き家庭用風呂

価易浴オ曹

台所設備一式

車椅子用 トイレ

低ベッド(家庭用)

リネン類 (各fr)

標本及び模型

人体角特」

人体骨格

血液循環系統

頭骨分解
′いli長角ギ音1

呼吸器

γ肖イ[憂器

脳及び神経系

筋肉
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備考  視聴覚教材は、同様の機能を有する他の機器で代替することができる。

別表 10 (略 )

皮膚裁断

目、耳の構造

歯の構造

鼻腔、咽頭、喉頭の構造

腎臓及び泌尿器系

骨盤径線

妊娠子宮

胎児発育順序

受胎原理

栄養1旨導用フー ドモデル (各種)

視聴覚教材

Vl｀R装置t一式

ビデオカメラ

教材用ビデオテープ、DVD等

カメラ

オーバーヘ ッ ドプロジェクター

カセットテープレコーダー

ワイヤレスマイク

その他
パーソナルコンピューター

複コ メこ

F日昂11幾

図書

基礎分野に関する図書

専門基礎分野及び専門分野に関する図書

学術雑誌

適当数

1

適当数

適当数

沌当数

適当数

適当数

適当数

適当数
1

1

1,000冊以上

1,500冊以上

20種類以上

備考  視聴党教材は、同様の機能を有する他の機器で代替することができる。

別表 10 011.A)

皮膚裁断

日、耳の構造

歯の構造

鼻腔、咽頭、喉頭の構造

T子ル1扱び泌尿器系

骨盤径線

妊娠子宮

胎児発育順序

受胎原理

栄養指導用フー ドモデル (各種)

視llよ覚教材
VTR装置一式
ビデオカメラ

教材用ビデオテープ、DD等
カメラ

オーバーヘッドプロジェクター

カセットテープレコーダー

フイヤレスマイク

その他
パーソナルコンピューター

複写機

FP昴JI幾

図 |IF

基礎分野に関する図書

専門基礎分野及び専門分野に関する図書

罰 協 喘ヽ

適当数

1

適当数

適当数

適当数

適当数

適当数

適当数

適当数

1

1

1,000冊以上

1,500冊以上

20種類以上

①




